
静岡県第４次地震被害想定（レベル２の地震・津波と被害想定）

震度分布図（南海トラフ巨大地震、陸側ケース）

地震動 …基本、陸側、東側のケースにより震度分布が変動
震度7の地域 347～737㎢、震度6強の地域 1,284～2,055㎢
＊基本ケース、陸側ケース、東側ケース

津波 …レベル1の津波の約5倍、県土の約2％が浸水
浸水深1cm以上 158.0㎢（国想定 150.5 ㎢）、浸水深2m以上 68.9㎢（国想
定66.5㎢）
＊津波ケース①

建物被害 …最悪の場合、県内建物の約2割が全壊・焼失
全壊・焼失棟数 約30万棟（国想定 約32万棟）、うち地震動・液
状化 約19万棟（国想定 約21万棟）
＊東側ケース、冬・夕、予知なしの場合（国想定は基本ケース）

人的被害 …津波到達時間が早く、津波による被害が甚大
死者数 約105,000人（国想定 約109,000人）、うち津波 約 96,000人
（国想定 約 95,000人）
＊陸側ケース、冬・深夜、早期避難率低、予知なしの場合

震度分布図（南海トラフ巨大地震（陸側ケース））
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震度分布図（元禄型関東地震）

地震動 …レベル１の地震より震度7～6強の地域が増加
震度7の地域 109㎢、震度6強の地域 453㎢
津波 …レベル１の津波より浸水面積が増加
浸水深1cm以上 22.3㎢、浸水深2m以上 4.7㎢
建物被害 …地震動によるものを中心に被害が拡大
全壊・焼失棟数 約2.7万棟 うち地震動・液状化 約2.0万棟
＊冬・夕の場合

人的被害 …津波によるものを中心に被害が拡大
死者数 約6,000人 うち津波 約5,700人
＊冬・深夜、早期避難率低の場合
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＋50㎝ 7 235 5 4 3 4 4 4 4 3 2 3 2 3 3 4 4 4 4 12 17 15 16 24
＋１m 9 - 7 5 4 5 5 4 6 4 2 4 2 3 4 4 4 4 4 13 18 18 19 24
＋３m 13 - 13 6 6 7 8 7 8 6 3 5 3 11 4 4 4 5 5 13 18 18 20 25
＋５ｍ 23 - 22 18 17 18 19 11 12 6 4 6 4 15 5 5 5 5 5 13 18 18 31 31
＋１０ｍ 24 - 23 19 18 19 20 12 14 - 25 16 13 - 16 6 6 5 5 14 19 20 - -
最大津波 28 235 23 22 19 19 20 20 16 21 25 16 13 15 19 6 7 6 7 17 20 20 21 31

※到達時刻算出の基準面：潮位などを加味した計算上の基準面
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駿河トラフ・南海トラフ沿い（南海トラフ巨大地震 ケース①）

相模トラフ沿い（相模トラフ沿いの最大クラスの地震 ケース１）

静岡県第４次地震被害想定 （レベル２津波の市町別最短到達時間）
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＋１m 59 - 57 53 45 54 46 35 37 34 33 33 33 35 36 39 29 26 19 9 8 3 3 3
＋３m 90 - - - - - 84 83 81 - - 109 - - 43 - - - 19 11 10 7 4 3
＋５ｍ - - - - - - - - - - - - - - 110 - - - 20 12 10 7 4 3
＋１０ｍ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 7 4 3
最大津波 90 - 62 117 115 56 84 87 81 98 98 109 87 110 110 40 29 26 23 13 11 7 4 4

（単位：分）

レベル２津波の最短到達時間は＋50㎝で最短2分、＋10ｍの津波も5分で到達
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静岡県第４次地震被害想定（津波の高さと浸水域） 

レベル２の県下最大津波高さは、下田市で33m。レベル１の津波については、南伊
豆町で15m。 

【説明内容】

（1） 静岡県第４次地震被害想定に対応した津波対策

「静岡方式」と「静岡モデル」の取組

2

【本日の説明内容】

(1)静岡県第４次地震被害想定に対応した津波対策

「静岡方式」と「静岡モデル」の取組

(2) 浜松市沿岸域における防潮堤整備について

1

静岡県

静岡県における津波対策の取組
～浜松市沿岸域における防潮堤整備について～

静岡県における津波対策の取組
～浜松市沿岸域における防潮堤整備について～
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「静岡方式」とは…

○本県特有の課題（※）への解決策として、最大クラスの津波（レベル２の津波）も含めてできる限り被害の最小化す
ることを目指した津波対策が「静岡方式」である。

①「静岡方式」は、地域の文化・歴史・風土、及び暮らしに根ざしたものでなければならない。

②「静岡方式」は、自然との共生及び環境との調和との両立を目指さなければならない。

③「静岡方式」は、地域の意見を取り入れながら、県と市町が協働で推進しなければならない。

※震源域に近いため津波の到達時間が短く、多くの人口・資産が集中する低平地において広範囲に甚大な被害が想定される、という課題。

津波対策「静岡方式」の推進

＜静岡県の津波対策「静岡方式」のイメージ＞ ＜「静岡方式」のイメージ図＞

本県では、東北における津波対策施設の整備をめぐる動きなどを受け、「静
岡方式」による津波対策を推進

11

河川の津波対策施設整備の概要（アクションプログラム2013）

津波を防ぐ施設高の確保

施設の質的強化

①レベル１の津波に対して施設高が不足する河川（66河川）のうち、38河川（約60%）
において津波を防御できる高さまで施設の嵩上げ（11河川）、又は河口部への水門の
設置・改良（27河川）を実施 〔達成時期〕H34年度末

②耐震化が必要な河川堤防（６河川）のうち、４河川（約65%）において液状化対策等
を実施 〔達成時期〕H34年度末

③粘り強い構造への改良が必要な河川堤防（30河川）のうち、11河川（約35％）におい
て整備を実施 〔達成時期〕H34年度末

液状化層

■河川堤防の整備イメージ図

▽Ｌ１津波遡上高
粘り強い構造への改良
・裏法面被覆工
・天端保護工
・法尻基礎工の改良
・洗掘防止工

施設の嵩上げ
・築堤盛土工
・表法面被覆工

陸側 川側

耐震化
・鋼矢板工
・地盤改良工

■水門設置イメージ図

河川背後地の土地利用や堤防嵩上げとの
経済性の比較等を総合的に検討し、施設
の嵩上げより優位な場合は、水門設置に
より津波に対応 10

海岸の津波対策施設整備の概要（アクションプログラム2013）

津波を防ぐ施設高の確保

施設の質的強化

①レベル１の津波に対して施設高が不足する津波対策施設（106.2㎞）のうち、67.0km
（約65%）において津波を防御できる高さまで施設の嵩上げを実施

〔達成時期〕H34年度末

②耐震化が必要な海岸堤防（114.1㎞）のうち、69.4km（約60%）において液状化対策等
を実施 〔達成時期〕H34年度末

③粘り強い構造への改良が必要な海岸堤防（160.0㎞）のうち、80.2km（約50%）におい
て整備を実施 〔達成時期〕H34年度末

▽Ｌ１津波に対する必要堤防高

陸側 海側

耐震化
・地盤改良工

■海岸堤防の整備イメージ図

粘り強い構造への改良
・裏法面被覆工
・天端保護工
・法尻基礎工の改良
・洗掘防止工

施設の嵩上げ
・築堤盛土工
・表法面被覆工

9

施策分野 11項目

アクション数 全162個
（内 交通基盤部 48個）

静岡県地震・津波対策アクションプログラム2013 の主なアクション（海岸、河川等）

8

(１) 新たな津波被害想定への対策 ～津波を防ぐ～防

№ アクション名 目標指標 数値目標 H23年度末実績 達成時期

23
レベル１津波に対する津波対策施設
（海岸）の整備

レベル１津波に対して高さの確保が必要な津波対策施設
（ 106.2km）の整備率

65% 0% H34年度末

26 海岸堤防の耐震化 耐震化が必要な海岸堤防（ 114.1km）の整備率 60% 0% H34年度末

28 海岸堤防の粘り強い構造への改良 粘り強い構造への改良が必要な海岸堤防（160.0km）の整備率 50% 0% H34年度末

№ アクション名 目標指標 数値目標 H23年度末実績 達成時期

24
レベル１津波に対する津波対策施設
（河川）の整備

レベル１津波に対して高さの確保が必要な河川（66河川）の整備率 60% 0% H34年度末

27 河川堤防の耐震化 耐震化が必要な河川堤防（6河川）の整備率 65% 0% H34年度末

29 河川堤防の粘り強い構造への改良 粘り強い構造への改良が必要な河川堤防（30河川）の整備率 35% 0% H34年度末

30 津波対策水門等の耐震化 耐震化が必要な津波対策水門（河川17水門、海岸12水門）の整備率 100% 0% H34年度末

(１) 新たな津波被害想定への対策 ～津波に備える～備

№ アクション名 目標指標 数値目標 H23年度末実績 達成時期

47
公共土木施設等への津波避難用階段等の設置
（水門）

既存耐震水門（6水門）への避難用階段の設置率 100% 0% H26年度末

48
公共土木施設等への津波避難用階段等の設置
（海岸堤防）

既存海岸堤防（22箇所）への避難用階段及び避難誘導看板の設置率 100% 0% H25年度末

49
公共土木施設等への津波避難用階段等の設置
（急傾斜地崩壊防止施設）

既存急傾斜地崩壊防止施設（9箇所）への避難用階段等の整備率 100% 0% H26年度末

計画期間 平成25～10年間
全体事業費 約4,200億円

3の基本目標 11の施策分野 162のアクション

内交通基盤部関連48個

トラフ名
第４次地震被害想定 第３次

地震被害
想定

レベル１
津波

レベル２
津波

駿河・
南海

9,000人 96,000人 227人

相模 2,900人 5,700人 －

【津波による想定死者数】

【対策の柱】

対策
区分

取組内容

津波を
防ぐ

防潮堤等津波防御施設の整備を進め、
津波浸水域や浸水深の減少、避難時間
の確保を目指します。

津波から
逃げる

津波浸水域にいる全員が、迅速に適切
な避難行動を取ることを目指す

津波に
備える

津波避難場所の空白地域を、解消する
ことを目指す。

静岡県地震・津波対策アクションプログラム2013 全体構成

レベル１：東海・東南海・南海地震及び大正関東地震
レベル２：南海トラフ巨大地震及び元禄関東地震

減災
ミティゲーション

【基本理念】
◆人命を守ること
を最重視し、対策
をハード・ソフト
の両面から可能な
限り組み合わせて
充実・強化するこ
とにより、想定さ
れる被害をできる
限り軽減すること
を目指す。

【減災目標】
◆想定される犠牲
者を今後10年間で
８割減少させるこ
とを目指す。

7

※防潮堤等津波防御施設の整備については、計画期間の10年間で、レ
ベル１の津波に対して必要な施設整備の５割程度の完了を目指します。

静岡県における津波対策施設等の整備方針

区 分 整 備 内 容 備 考

静岡モデル
地域の実情を踏まえ、既存の防災林や砂丘、道路
等の嵩上げ・補強による安全度の向上。

地形的な条件、地域の合意等の条件が整っ
た地域に対して検討を進める。

区 分 整 備 内 容 備 考

レベル１津波へ
の対応

○レベル１の津波を防ぐ施設高の確保
○施設の耐震性の確保（液状化対策等）及び津波が施設を乗

り越えた場合にも粘り強く効果を発揮する構造への改良、
命山や津波避難タワーの設置

全県的に、早期の完了を目指し
て整備を進める。

レベル２津波へ
の対応

レベル２の津波に対して、ハード、ソフトの対策を組み合
わせた「多重防御」によるまちづくり
→居住地域の地盤の嵩上げ、命山や津波避難タワーの

設置、津波避難ビルの指定、二線堤の整備、内陸部
への展開等を市町や民間などと連携して進める。

津波防災地域づくりに関する法律
等に対応した中長期的な取組
「内陸フロンティア」を拓く取組

レベル１に対しては、施設で対応。レベル２はハードとソフトによる多重防御に
より、命を守る減災を目指す。県の特性を踏まえた静岡モデルの整備。

上記の取組に併せ、本県の地域特性を踏まえた「静岡モデル」の取組を検討する。

「地震・津波対策アクションプログラム2013」に目標指標や数値目標等を
設定し、具体的な津波対策施設の整備等を実施

6
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【本日の説明内容】

(2) 浜松市沿岸域における防潮堤整備について

17

袋井市 掛川市 
牧之原市 

 
 

 
 

「静岡モデル」の整備（事例） 

浜松市 

 
 

浜松市の例 【整備イメージ】 

袋井市の例 
【整備イメージ】 

公共残土等を 
活用した盛土 

掛川市の例 【整備イメージ】 

▽ T.P.+6.2m

L2津波高

L1津波高

【焼津市：大井川工区（イメージ）】

【牧之原市：榛原工区（イメージ） 】

▽ T.P.+6.2m

L2津波高

L1津波高

▽ T.P.+6.2m

遊歩道

道路

【吉田町：川尻工区（イメージ） 】

L2津波高

L1津波高

吉田町の例（直轄区間））（現在検討中） 

焼津市の例（直轄区間）（現在検討中） 

吉田町 
焼津市 

公共残土等を 
活用した盛土 

公共残土等を 
活用した盛土 

公共残土等を 
活用した盛土 

公共残土等を 
活用した盛土 

覆土 

覆土 

公共残土等を 
活用した盛土 

公共残土等を 
活用した盛土 

湖西市の例 

【整備イメージ】 

 
 

磐田市の例 

【整備イメージ】 

牧之原市の例（直轄区間））（現在検討中） 

磐田市 湖西市 

実施中 

実施予定 

検討中 
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「静岡モデル」による沿岸域の安全度の向上 

○静岡モデル整備の検討会の設置状況  
〔数値目標〕１００%（２１沿岸市町） 〔達成時期〕Ｈ２５年度末（※静岡県地震・津波対策アクションプログラム2013） 

 ・平成２５年度までに、関係２１市町において、県と市町による「静岡モデル推進検討会」
を設置。 

○静岡モデルの検討内容 
 ・各市町が考える津波防災のあり方 
 ・地域資産の活用方法（防災林、砂丘等） 
 ・整備手法（既存の公共事業の活用、財源の確保（住民、企業との連携）） 
 ・整備スケジュール 

津波の到達時間が短く、多くの人口、資産を抱えている低平地では広範囲に甚大な
浸水被害が想定されるという本県特有の課題に対する、既存の防災林、砂丘、道路
の嵩上げ・補強等による安全度の向上策 

L1津波対策施設の整備 静岡モデルの施設整備 防災林の嵩上げ 

静岡モデル 

海岸保全施設

L2津波
減
災
効
果

L1津波or高潮L1津波or高潮

海岸保全施設

L2津波
浸
水
深

効 果 
○浸水区域の減少 

○津波到達時間の遅延 

静岡モデル 
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技監

専 門 監

技監

市町連携担当

技監

市町連携担当

技監

市町連携担当

技監

市町連携担当

技監

市町連携担当

技監

市町連携担当

技監

市町連携担当

県庁：事前復興行動計画検討委員会を活用し、関係部局･土木事務所との連携強化を図る。

＜構成メンバー＞
・事前復興行動計画検討委員会
・各土木事務所の「市町連携担当」

とりまとめ：建設技術監理センター
＜目的＞
・市町連携・関係部局連携の円滑化による防災対策の着実な推進

土木事務所:各事務所の技監と部長から「市町連携担当」として任命された担当者により
防災関係業務の把握・調整、市町との連絡調整・指導を一元化

「静岡方式」市町連携推進チーム

下田土木 沼津土木 富士土木 静岡土木 袋井土木 浜松土木熱海土木

関係市町
・下田市
・東伊豆町
・河津町
・南伊豆町
・松崎町
・西伊豆町

関係市町
・沼津市
・三島市
・御殿場市
・裾野市
・伊豆市
・伊豆の国市
・函南町
・清水町
・長泉町
・小山町

関係市町
・富士宮市
・富士市

関係市町
・静岡市

関係市町
・島田市
・焼津市
・藤枝市
・牧之原市
・吉田町
・川根本町

関係市町
・磐田市
・掛川市
・袋井市
・菊川市
・御前崎市
・森町

関係市町
・浜松市
・湖西市

関係市町
・熱海市
・伊東市

「静岡方式」推進チーム（イメージ）

各市町に防災関係を一元的に担当する窓口として「県・市町連携担当者」の選定を依頼

担当者

危機管理局

担当者

農林事務所

島田土木

都市局
事前復興まちづくり

品確法改正に伴う市町支援

事前復興まちづくりに向けた情報共有

＊まちづくり・市町技術力強化等の各種
取組と連携し、効率的な運営を図る。

建設支援局
品確法改正に伴う市町支援

市町に対する支援 「静岡方式」市町連携推進チーム
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各地で進む「静岡方式」の取組（地区協議会）

職員による地区協議会の説明 地震発生時の避難に関するワークショップ

ワークショップによる検討結果の発表 現地における想定津波高や避難路等の確認

熱海土木事務所管内（熱海市、伊東市）の地区協議会では、町内会長や自主防災会長、観光等の関
係者を集め、避難に関するワークショップや現地における津波高等の確認を行った。

1312

清水町

三島市

函南町

1.熱海市

2.伊東市

長
泉
町

裾野市

20.浜松市※

川根本町

19.磐田市 17.掛川市

菊川市 15.牧之原市

16.御前崎市

森町 9.伊豆市

10.沼津市

伊豆の国市

3.東伊豆町

7.松崎町

6.南伊豆町

5.下田市

4.河津町

12.静岡市

富士宮市

島田市

11.富士市

13.焼津市

御殿場市

小山町

18.袋井市

藤枝市

21.湖西市

8.西伊豆町

熱海港

網代港
初島漁港

宇佐美漁港

伊東港

富戸漁港

八幡野漁港
赤沢漁港

大川漁港

北川漁港

片瀬漁港

白田漁港
稲取漁港

下河津漁港

白浜漁港

外浦漁港

須崎漁港下
田
港

吉
佐
美
漁
港

田
牛
漁
港

手
石
港

小
稲
漁
港

下
流
漁
港

大
瀬
漁
港

石
廊
崎
漁
港

三
坂
漁
港

妻良漁港
伊浜漁港

雲見漁港
石部漁港
岩地漁港

松崎港

仁科漁港

田子漁港

宇久須港

安良里漁港

小下田漁港

八木沢漁港

土肥港

戸田漁港

井田漁港

西浦漁港
内浦漁港

静浦漁港

沼津港

田
子
の
浦
港

蒲
原
漁
港

由
比
漁
港西

倉
沢
漁
港清水港

用宗漁港

焼津漁港

大井川港

吉田漁港

榛原港

相良港

地頭方漁港

御前崎港

福田漁港

舞
阪
漁
港

浜
名
港

14.吉田町

清水港海岸

江尻・日の出地区

津波防災対策検討委員会

田子の浦港

振興ビジョン推進協議会

焼津漁港津波対策

検討委員会

牧之原市

命を守る防潮堤検討会

駿河海岸

整備検討会

6地区

10地区

5地区

2地区6地区

4地区

2地区

4地区

4地区

7地区

湯川・松原・玖須美・新井・岡

泉

伊豆山

熱海

多賀

網代

初島

宇佐美

富戸

川奈

八幡野

赤沢

大川

北川

熱川

片瀬・白田

稲取

見高

河津

白浜

外浦

須崎

下田港

吉佐美

田牛

竹麻

南崎

三坂

三浜

三浦

松崎

仁科

田子

安良里

宇久須

小下田

八木沢

土肥

小土肥

戸田

井田

西浦

内浦

静浦

沼津港・牛臥

富士海岸

★

★

★

凡 例

村櫛漁港

入出漁港

鷲津漁港

★

★

★

★

★

★ ★ ★ ★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

県内各地域で津波対策の検討組織を設立し検討している。中でも、伊豆半島沿岸の地域
では、５０地区で「地区協議会」を設置し、検討を進める予定。

１０月現在、３４地区で地区協議会を設置。

凡 例

優先地区

地区協議会

地区協議会開催
★

県営港湾

県営漁港

市町営港湾・漁港

○.○○市 静岡モデル推進検討会

「静岡方式」の検討組織の設置・開催状況
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一般的な海岸堤防(傾斜式) 今回の構造（CSG＋土堤） 

 
 
 

基本断面 

 
 
 
 
 
 

構造の考え方 
・盛土表面をｺﾝｸﾘｰﾄで被覆することによ 
 り津波の流れによる盛土の欠壊を防ぐ 

・土砂とｾﾒﾝﾄを混合したCSG堤により、 
 津波波力等に対して安定な構造を確保する 

評  価 

・保安林の再生ができないため、環境、 
 景観面でマイナスとなる 
・防災林の代替として別途、防風・飛砂 
 対策が必要となる 

・抵抗性マツ等で保安林を再生することで、 
 保安林機能の維持向上を図るとともに、 
 景観、環境面への影響を最低限に抑えるこ 
 とが可能 

【コンセプト・考え方】 

○環境面・景観面に配慮し、保安林の再生が可能であること 
○地震動による液状化や津波の波力に対して安定な構造であること 

コンクリート被覆 

23 

・汎用機械での施工が可能 

・福島県の夏井海岸で採用され実績を有す 

 ⇒ 浜松市沿岸域の保安林区域への整備に対し、 

   適用性が高いと判断！ 

 

 

 

 

CSG転圧工 CSG敷均工 

防潮堤の構造 
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2,850

1,216 1,194

411

1,340

145 274

8

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

1 2 3 4

浸水深 整備前 整備後 増減 

 2m以上  1,340  145   -1,195   

 2m未満 2,850 1,216   -1,634  

合計 4,190  1,361   -2,829 

浸水深区分毎の浸水域の増減（ha）【全体】 

減災効果の比較 （浜松市_浸水面積：ha） 

○浸水区域の減少！ 

・「宅地」の浸水面積を約７割低減 
 

○浸水深の減少！ 
・「宅地」の浸水深２m以上を９７％低減 

減 災 効 果 

※「整備後」は、浜松市防潮堤とその他のL1施設整備が完了した状態における浸水域。 

浸水深 整備前 整備後 増減 

 2m以上  274     8     -266  

 2m未満 1,194 411   -783  

合計 1,468  419   -1,049 

浸水深区分毎の浸水域の増減（ha）【宅地】 

2m以上 

2m未満 

     4,190ha    1,361ha     1,468ha    419ha  
      現況（全体）   整備後（全体）  現況（宅地）  整備後（宅地）    

防潮堤の整備に伴う減災効果について 

22 

（単位：ha） 

防潮堤整備後 

浸水深 整備後

　10m以上 0

　5m以上　　　10m未満 28

　2m以上　　　　5m未満 117

　1m以上　　　　2m未満 297

　0.3m以上　　　1m未満

　0.01m以上　0.3m未満

合　　計 1,361

919

第４次地震被害想定における浸水想定（レベル２津波） 

21 

現 況 堤 防 

 標高13.0mの防潮堤整備により、レベル２の津波に対して浜松市全体の浸水面積4,190haが1,361haに減
少。そのうち「宅地」の浸水面積が約７割減少し、「宅地」の中でも浸水深２ｍ以上の面積は97％低減。 

（単位：ha） 

浸水深 現　況

　10m以上 150

　5m以上　　　10m未満 340

　2m以上　　　　5m未満 850

　1m以上　　　　2m未満 1,050

　0.3m以上　　　1m未満

　0.01m以上　0.3m未満

合　　計 4,190

1,800

【横断図】 保安林区域の嵩上げ

砂浜

施工状況 及び 整備効果
浜名湖今切口東岸から天竜川西岸までの約17.5㎞を対象に、第４次地震被害想定のレベル１津波高を上

回る高さの防潮堤の整備を進めている。平成25年度の試験施工を経て、26年度から本格的な工事に着手。
構想は、保安林の嵩上げとし、施設規模は事業費の範囲内で最も効果の高い標高13.0mの施設整備を進め

ている。

【平面図】

CSG

20

今
切
口

天
竜
川

馬
込
川

浜名湖

試験施工その１
（L=0.25km）

試験施工その２
（L=0.47km）

P
浜 松 市

事業延長 １７．５ｋｍ

平成26～27年度 整備区間 Ｌ＝５ｋｍ

【凡 例】

防潮堤ルート

試験施工

本体施工

製造工（プラント）P
平成27～28年度 整備区間 Ｌ＝２ｋｍ

P

P

平成27～28年度 整備区間 Ｌ＝0.8ｋｍ

＜本県特有の課題＞ 
 
 
 

  
  地域住民の合意など条件が整った地域では、既存の防災林、砂丘、道路

の嵩上げ・補強等による安全度の向上策「静岡モデル」の整備を推進 

浜松市沿岸域における「静岡モデル」の考え方 

【遠州灘沿岸の地域特性】 
・天竜川由来の広い砂丘と海岸防災林が海岸線 
 沿いに存在している 
・篤志家および浜松商工会議所からの寄付金 
・標高の低い沖積平野の低平地に人口・資産・ 
 主要な交通が集中している 

【津波に対する課題】 
 ① 津波の到達時間が短い 
 ② 多くの人口、資産を抱える低平地では広範囲に甚大な浸水被害が想定される 

浜松市では、寄付金により海岸防災林を嵩上げ、他の地域に先駆け
たレベル１津波高を上回る防潮堤の整備を推進 

19 

浜松市沿岸域における「静岡モデル」の取組

一条工務店
グループ

■３年間で３００億円の寄付

■整備に必要となる土砂の確保
（安価で確実な堤防を築くため）

■県と連携・協力した
住民・各種団体等への説明

静 岡 県

■できるだけ
早い時期の着工＆竣工

■４次想定の前提となる
津波高を上回る高さの確保

○平成25年10月から試験盛土に着手

○平成26年度から本格着工

○平成27年度末時点で約7割区間で整備
の見込み

○各種委員会の開催，学識者との調整

○現地発生土や公共残土の活用

によるコスト縮減策の検討

■：基本合意上の役割
○：現在の状況

・十分な安全性が確保できる
構造・強度等とする

○早期着工＆早期完成

○工事に係る地元企業の活用

○土砂運搬ルート＆台数に関る地元調整

○土砂搬出委託業務の発注

○阿蔵山掘削後における跡地利用の検討

浜 松 市

地元説明会の開催状況

静岡新聞（平成24年6月12日）

H24.6.11

18
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森の防潮堤を目指して （植栽計画検討会）
防潮堤の法面における海岸防災林の機能回復等のための植栽計画を検討。

植栽イメージ

① 防風、飛砂防備、潮害防備などの防災機能が適切に発揮できること。
② 生物多様性が確保されるとともに、市民の憩いの場となること。
③ 管理面で優れており、病害虫にも強いこと。

【コンセプト】

29

整備事例

委員構成 １４名（学識者３名、地元５名、行政６名）

委 員 長 東京大学名誉教授・太田猛彦氏

開催回数 ３回（H25.7.2～H26.1.15）

【検討体制】

【検討成果】 ◎防潮堤に最適な樹種の選定

◎防潮堤背後の保安林の生育状況等から、２つの植栽パターンを作成

Ａパターン（クロマツ+背後林・若干あり）

・クロマツを主体とする
衰退した既存のマツ林に代わって飛砂防止、防風、
潮害防備等の機能を最大限発揮するため

Ｂパターン（クロマツと高木性広葉樹+背後林あり）

・クロマツと高木性広葉樹とする
既存のマツ林が充実しているので、生育環境が整った法尻側に、
高木性広葉樹を植栽する

シャリンバイ

トベラ

マサキ

景観・日常の利用への配慮 （景観デザイン検討委員会）

【コンセプト】 津波や高潮に対する十分な防災機能のみならず、平時は地域の憩いの場として利
用され、周辺の環境や景観に馴染み、地域に親しまれ、愛される施設となること。

委員構成 １０名（学識者３名、地元３名、行政４名）

委 員 長 浜松信用金庫理事長 御室健一郎氏

開催回数 ４回（H25.10.18～H27.3.24）

【検討体制】

【検討成果】 ◎「景観デザインの基本方針」を策定

⇒ 防護を軸に、景観に配慮しながら利用、環境、次世代への継承に配慮

○事業区間内に、利用を促す４箇所の拠点を設置

○南北動線や駐車スペースは、現状の利便性を損なわない配慮を目指す

○浜名ＢＰ前面部は、アカウミガメの産卵及び景観に配慮し、法先付近を極力砂で覆うことを目指す

○観光資源である中田島砂丘内は、防潮堤を極力砂で覆い、砂丘の復元を目指す
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防潮堤完成後の平時の利活用や配慮すべき事項等を検討。

浜松防潮堤の整備体制

アンケート等公 聴 会

ホームページ 広報誌等

広報・広聴媒体 要望・提案・意見等

浜松市沿岸域防潮堤整備
推進協議会

浜松商工会議所

みんなでつくろう防潮堤市民の会
地元・民間・学識者・行政で組織する各種検
討委員会を設置
景観、利用、防災、環境、植栽についての提
言を防潮堤の計画に反映

各広報・広聴媒体を駆使し積極的な情報発信
と記者提供
公聴会の開催やアンケートを実施し、民意を
把握し防潮堤の計画へ反映

各種委員会の設置

防潮堤整備推進協議会

積極的広報及び事業PRの充実

事業への市民参加の関係図

防潮堤ルート

沿岸帯
(砂浜～保安林+α)

景観・利用・防災・環境・植栽についての提言

植栽計画検討会
（保安林内植栽計画）

自然環境検討委員会
（動物・植物など）

景観デザイン検討委員会
（景観・利用・防災）

地元・民間・学識者・行政で
組織する各種委員会 浜松商工会議所の取組み

・「会員1社1日100円寄付」運動の実施
・横断幕・募金箱・ロゴマーク等の制作

浜松商工会議所との連携

地元の15連合自治会長で組織し、設計段階か
ら地元自治会が参画
地元住民への情報提供及び要望・提案・意見
の取りまとめを担う

地元自治会 地元住民 市民・利用者の声

浜松市沿岸域防潮堤整備
推進協議会 浜松商工会議所

全４０団体

社会的影響の大きい大規模な事業であり、浜松市域全体の合意形成を図りながら
整備を進めていきます。

27

築堤完成 施工状況 

基礎掘削工 地盤改良工（近景） 

CSG転圧工 

CSG敷均工 

築堤の完成後の堤防上幅は6.0ｍ 

覆土工 26 

CSG製造プラント(材料投入・混合工) 

試験施工が完成し、植栽が施された防潮堤 

防潮堤（ＣＳＧ堤防）の施工状況写真 

25

＜台形ＣＳＧ（台形形状＋ＣＳＧ）＞

台形形状
・堤体底面の反力分布が一様であり、

引張応力が小さく安定した構造である

ＣＳＧ
・近傍で入手できる砂礫等にセメント、水を混合した

もの。→ 浜松市天竜区阿蔵山の土砂を使用
・分級、粒度調整、洗浄を行わない。（80㎜ｱﾝﾀﾞｰ）
・粒度と水量の変動は許容
・強度決定手法を有する。

泥岩泥岩 段丘堆積物段丘堆積物

CSG敷均工CSG敷均工

CSG転圧工CSG転圧工

台形CSG台形CSG

ＣＳＧの特徴

25

天端保護工
CSG堤体の保護および車両の
通行を考慮し、コンクリート
等により保護する

表面被覆
防災林機能保持のため表面
に植栽を行う

天
竜
川

4.0ｍ

6.0ｍ

盛土 盛土

CSG

整備高さ13m程度

約20ｍ

約50ｍ～60ｍ

・安定した台形の「粘り強い構造」
・覆土により防災林の再生が可能

・ダムとして近年実績が多く、東日
本大震災の復旧工法にも採用

・汎用建設機械での施工が可能

【CSG(Cemented Sand and Gravel)工法】

工法の信頼性が高い

ＣＳＧ基礎
所定の支持力が得られる地
盤に着座する
※地盤の支持力が不足する
場合は地盤改良を実施

盛土勾配 1：2.0～2.6
盛り土の安定計算より決定

安全・安心・憩い

浜松市沿岸域の保安林区域への整備に対し、適用性が高いと判断！

防潮堤の構造

■常時・地震時を想定した安定性を検討

24

多くの業者が参加可能

45



ご清聴ありがとうございました。
33

金賞

「静岡モデル」の津波対策が「ジャパンレジリエンスアワード」受賞

静岡県及び関係市町は、「巨大津波に備える防潮堤『静岡モデル』整備の取組」
が評価され、平成27年３月に、「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）
2015」の金賞（地方自治体部門）を受賞！

事業のＰＲパネルの掲示

現場見学会の開催

防潮堤資料館の設置

浜松総合庁舎１Fロビー

推進協議会による現地視察会

32

バスマスクの設置

推進協議会による現地視察会

公聴会・説明会の開催

浜松商工会主催の説明会

交通基盤部広報グランプリＨＰ部門グランプリ受賞

防潮堤専用ホームページの開設

「はままつまつり」でのＰＲ活動

事業概要ＤＶＤの作成

浜松商工会議所との連携

事業概要を紹介するDVD映像

浜松まつりでは
約1,200人が来場

多面的な広報＆イメージアップ戦略

32

現場見学については、158団体、2,800人の見学者が訪れています。

自然環境への配慮 （自然環境検討委員会） 

人工池 

防潮堤の整備により自然環境に大きな影響が及ぶことのないよう、環境保全対策を検討。 

ｶﾜﾗﾊﾝﾐｮｳ（成虫） 

ｱｶｳﾐｶﾞﾒ（浜松市ＨＰより） 
オオタカ 
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〇防潮堤整備による生物多様性ホットスポットへの影響を軽減すること。 
〇失われた自然環境の復元・再生につながる対策の検討を行うこと。 

【コンセプト】 

【検討体制】  委員構成  １６名（学識者７名、地元４名、行政５名） 

 委 員 長  常葉大学教授 山田辰美氏 

 開催回数  ４回（H25.9.13～） 

森の防潮堤を目指して （市民との協働による植栽）

市民参加による植栽を通じて、防潮堤整備への理解及び平時の防潮堤利
用を推進するとともに、将来にわたって市民に愛される防潮堤を目指す。
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■平成２７年５月２３日（土）

・植栽面積 ・・・ 約９００ｍ２ （延長３００ｍ×幅３ｍ）

・植栽樹種 ・・・ 広葉樹６種 （ヒメユズリハ、ネズミモチ、クスノキ、クロガネモチ、ヤブツバキ、タブノキ）

・参加者種 ・・・ ３団体 約１００名

【春季モデル植栽】

■平成２７年１１月２９日（日）

・植栽面積 ・・・ 約２，１００ｍ２ （延長７００ｍ×幅３ｍ）

・植栽樹種 ・・・ Ａパターン＝クロマツ、Ｂパターン：広葉樹

・参加者種 ・・・ ７団体 約２５０名

【秋季モデル植栽】
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